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1 本稿で使う「テーゼ」とは、「真か偽のどちらであるかという真理の担い手となることを目的とし、議論に
おける前提として提案され、証明される途上にある言明」の意味。Oxford English Dictionaryの「an 


































の銘文は、新約聖書の「真理はあなたたちを自由にする、[希]Η ΑΛΗΘΕΙΑ ΕΛΕΥΘΕΡΩΣΕΙ ΥΜΑΣ、ヘー ア


























































① 長大 ――約280万単語（words）、日本語版で約 860万字 
② 比喩の多用 
③ 詩と聖書の多用 ――基礎的な観念の一つは『ファウスト』によって表現 
④ 原典主義の多用 ――英訳なしの[希]、[羅]、[独]、[仏]の引用 
⑤ 修辞学的表現の多用 















末までの 950年間のほぼ 32世代のあいだに約 300種類、明治期から現代までの約 150年
間のほぼ 5世代のあいだで約 200種は刊行され(大山 2006）、この 10年間だけでも 10種
                                               




























第 1章 この論文の学術的表現 
 
                                               
7 10冊とは、（宮元 2004）、（公方 2004）、（新井 2005）、（玄侑 2006）、（松長 2006）、（黒崎 2007）、（横山 
2009）、（松原 2009）、（佐藤・山中 2010）、（幸津 2013）。 




























































































                                               
18 諸文明の比較研究の理論の概念。非西欧文明とは、極東文明日本分枝、極東文明本体、ヒンドゥー、イスラ
ム、正教キリスト教文明ロシア分枝の 5つの文明を指す。 



















































第 3節 読む戯曲 ――『歴史の研究』のテキスト全体の言表として 
 







































































































29 イスラム法に記載されていて西欧諸語に翻訳された「聖書の民、people of the Book」という語句は、筆者





















































                                               
31 schematizationの意。 
32 本稿では、50の図を使う。巻末の図表目次参照。 






























                                               
35 「比喩の拘束力」という表現は、Hans Lippsの Verbindlichkeit der Sprache、すなわち『言語の拘束性』
という著書名に示唆をうけた筆者の造語である。 (Lipps 1977) 
36「翻訳による原意の分裂」は、後述する「諸文明の比較研究の理論」における「同時大文明の遭遇」のテー
ゼに包摂される。 


































































































第 1部 芸術的な経験を手がかりとした真理問題の展開 
第 2部 真理への問いを精神科学における理解へと拡張する 
第 3部 言語を導きの糸とした解釈学の存在論的な展開40 
 
                                               
40英訳ではそれぞれ「The question of truth as it emerges in the experience of art」、「The extension of the 
question of the truth to understand in the human sciences」、「The ontological shift of hermeneutics 




をほどこし、最後の改訂第 5版では補論(英訳では supplementと appendix)を追加して 4
部構成とした。もっとも、こまかい変更はあるが論旨は大きくは変わっていない。 














1974 第4版 第2版 完訳
1985-6 第5版 第4版 第1部のみ 轡田収ほか3名 轡田収
1989 第5版 完訳














                                               
41 たとえば、原典のMitte,Vermittlung,Mediationの使い分けと、それらに対応する日本語版における「中

































respublica litterarumとも、respublica literariaとも綴られるようであって(Goodman 
1996:17)、ピエール・ベールというユニークな人物（赤木 2006）43によって意識的に確立














































                                                                                                                                           
















































































                                               









































































(Gadamer [1960]1974=2008Ⅱ:535-6)、(Gadamer [1960]1986=Eng. trans. 









































                                               




語はエネルゲイア (活動) であって，エルゴン (作品) ではない〉という言葉は、いたるところに引用されて
いる。また、現実は非形態的で、それぞれの言語がおのおの違った形で現実を取り入れるという、現実把握
の手段としての言語という考えを発表し、これはソシュールを通じて構造主義の基本的言語理解の中に入り
込んでいる (千野 2006)。『真理と方法』でも引用は多い。 





















































                                               























































3 解釈学的弁証法のイメージ ――湖畔の城と湖面の鏡像 
 



























































































































































































































































































































































































図 4 二つの解釈学的弁証法 
 







































































































































                                               








































                                               









































                                               
84 Mommsen,T.(1817‐1903)。1800年代ドイツを代表する学者。法律学、碑文学、言語学、古銭学、歴史学
に不朽の業績を残したとされている。ライプツッヒなどの大学教授を経て1861 年ベルリン大学古代史教授。
































































































のおかげではないと思うが。(Gadamer [1960]1974=2012Ⅲ: 923)、(Gadamer 
[1960]1986= Eng.trans. 1989:567)、（強調は筆者） 
                                               














































































































































































































































































































































































このことが、ハイデガーの「最初で不断でそして最後の解釈の課題（英訳 our first, last 




































図 5 解釈学的循環 
 











                                               
100 ガダマーの使っている道具主義(instrumentalism)の概念は、目的論の範疇に属するようである。少なく



















































































































































































































































































































































































































図 6 「あなた経験」と解釈学的経験の様式 
 










                                               
108 英訳では「the historical movement of human life consists in the fact that is never absolutely bound to 






























































































































































































































































































第 1章 『歴史の研究』の文献解題 
 
「A Study of History」には、サブタイトルこそ異なるがメインタイトルが「A study of 
























































第 1節 原典 
 
1 第 1巻から 10巻まで、ならびに第12巻 
 
原典の A Study of Historyは、1934年から 1954年まで 20年間に 3回に分けて刊行さ




























Ⅰ Introduction 1 181 181
183 484 302
1 399 399
Annex 395 452 58
Ⅲ The growths of civilizations1 390 390
Annex 391 489 99
491 551 61
Ⅳ The breakdowns of civilizations1 591 591
Annex 592 656 65
1 568 568
Annex 569 712 144
1 331 331
Annex 332 539 208
542 633 92
Ⅵ Universal states 1 379 379
381 568 188
Annex 569 768 200
Table 769 772 4
Ⅷ Heroic ages 1 87 87
88 629 542
Annex 630 732 103
Table 734 735 2
Ⅹ Contacts between civilizations intime(renaissances) 1 166 166
XI Law and freedom in history167 405 239
The prospects of the Western Civilization406 644 239
Annex 645 757 113
Table 758 758 1
The inspirations of historians 1 144 144
Acknowledgments and thanks 213 242 30
Annex 145 166 22
167 212 46
242 422 181
XI Historical atlas and gazetteer (with Myers, E.D.) 1 0
ⅩⅡ Reconsiderations 1 572 572
Ⅸ
The disintegrations of civilizations
Ⅸ
Ⅹ















































































巻 部 から まで 頁数 から まで 頁数 からまで頁数 累計
1 1 序論 3 278 275 0 0 275
3 242 239 1部へ 243 439 196 2部へ 440 458 18 728
1部へ 459 460 1 2部へ 460 469 9 738
3 文明の発生 3 316 313 0 0 1,051
4 文明の発生 1 284 283 2部へ 285 367 82 0 1,416
5 文明の成長 3 312 309 0 0 1,725
6 文明の成長 3 250 247 3部へ 252 389 137 0 2,109
7 文明の挫折 3 374 371 0 0 2,480
8 文明の挫折 3 534 531 4部へ 535 648 113 0 3,124
9 文明の解体 3 400 397 0 0 3,521
10 文明の解体 3 451 448 0 0 3,969
11 文明の解体 3 359 356 0 0 4,325
12 文明の解体 3 361 358 0 0 4,683
13 文明の解体 0 5部へ 3 318 315 0 4,998
14 6 世界国家 3 678 675 0 0 5,673
15 7 世界教会 3 327 324 6部へ 328 551 223 7部へ 552 692 140 6,360
8 英雄時代 3 153 150 0 0 6,510
文明の空間における
接触 157 594 437 0 0 6,947
17 文明の空間における接触 3 492 489 8部へ 493 556 63 9部へ 557 669 112 7,174
10文明の時間における接触 3 287 284 0 0 7,458
歴史に於ける法則と
自由 291 584 293 0 0 7,751
歴史に於ける法則と
自由 3 101 98 0 0 7,849
12 西欧文明の前途 105 487 38210部へ488 642 154 12部へ 643 672 29 8,414





311 394 83 8,802
感謝の言葉 359 451 92 0 8,894
24 歴史地図 0 0 0
21 『再考察』 5 405 400 0 0 9,294
22 『再考察』 407 885 478 0 0 9,772
23 『再考察』 887 1063 176 1,067 1,251 184 0 10,132



















図 12『完訳 歴史の研究』の各巻ごとの質量（頁数） 
 



























の共著によるもので、出版社は Portland Houseである。業界では illustratedとか, a new 
                                               
118 David Churchill Somervell(1885-1965)。 日本語表記では、「ソマ－ヴェル」 、「サマヴェル」とも表記さ
ている。ここでは、松浦訳の「サマヴェイル」を採った。 
119 William Hardy McNeill（1917年カナダ生まれ）は、コーネル大学で Ph.Dを取得し、1947年からシカゴ
大学歴史教授。世界史を研究した。アメリカ歴史学会の会長も勤めた。この著書はトインビーの遺言にしたが
って、遺族の依頼で書いたものである。 
120 この 2巻本である。 
121 書名は、表表紙には「A Study of History Illustrated」、中表紙には「A Study of History  a new edition」
と表記されている。 




editionと呼ばれている。その章立ては、図 14の示したように、原典と、第 1部から第 10
部まではおなじで、第 11部以降は「Part Ⅺ Why study history」としてひとまとめにな
っている。 
 
Ⅰ Introduction Ⅰ Introduction
Ⅱ The geneses of civilizations Ⅱ The geneses of civilizations
Ⅲ The growths of civilizations Ⅲ The growths of civilizations
Ⅳ The breakdowns of civilizations
The disintegrations of civilizations Ⅴ The disintegrations of civilizations
Ⅵ Universal states Ⅶ Universal churches
Ⅶ Universal churches Ⅷ Heroic ages
Ⅷ Heroic ages Ⅸ Contacts between civilizations in space
Ⅸ Contacts between civilizations in space Ⅹ Contacts between civilizations in time
Ⅹ Contacts between civilizations in time XI Law and freedom in history
XI Law and freedom in history ⅩⅡ The prospects of the Western Civilization
ⅩⅡ The prospects of the Western Civilization ⅩⅢ Conclusion
The inspirations of historians
A note on chronology
Acknowledgments and thanks
Historical atlas and gazetteer
Reconsiderations
original abridgement by Samervell













図 13 原典と対比したサマヴェル版の構成 
 




① 初版 1949年、改定 1952年。蝋山政道、阿部行蔵、長谷川松治訳。社会思想研究会
出版部刊行 
② （1）1967年。長谷川松治によるサマヴェル版第 1巻改定訳。社会思想社刊行。 









chapter title part title
Ⅰ Introduction Ⅰ The shape of history
Ⅱ The geneses of civilizations Ⅱ The geneses of civilizations
Ⅲ The growths of civilizations Ⅲ The growths of civilizations
Ⅳ The breakdowns of civilizations Ⅳ The breakdowns of civilizations
The disintegrations of civilizations Ⅴ The disintegrations of civilizations
Index
Ⅵ Universal states Ⅵ Universal states
Ⅶ Universal churches Ⅶ Universal churches
Ⅷ Heroic ages Ⅷ Heroic ages
Ⅸ Contacts between civilizations in space Ⅸ Contacts between civilizations in space
Ⅹ Contacts between civilizations in time Ⅹ Contacts between civilizations in time
XI Law and freedom in history Ⅺ Why study history
ⅩⅡ The prospects of the Western Civilization Maps
ⅩⅢ The inspirations of historians
A note on chronology Chronology
Acknowledgments and thanks Notes on the text
Historical atlas and gazetteer List of the illustrations
Reconsiderations Index




図 14 原典と対比したIllustratedの構成 
 






















































































































127 たとえば、ホセ=デ=ヘスス・ニェト=ロペスほか(2009) 『メキシコの歴史 : メキシコ高校歴史教科書 (世








































































civilization130」という概念においては、『歴史の研究』の第 1部で定義され(SH I:17-50= 
I:27-80)、さらに『再考察』で再定義されているにもかかわらず(SH XⅡ:273-9,282-92= 
22 :508-19,524-42)、これを具体的な地域と時代の歴史事象に適用する際に、多様な言い換


















文明」とか「ヘレニック社会」(SH I:24-6=1: 39-42、その他多数) とか、あるいは「ギリ








止まってしまうという歴史的な事象を the breakdowns of civilizationsと『歴史の研究』
のテキストでは言表されているのであるが、この breakdownを翻訳者によっては、「衰退」
とか「衰亡」と解釈して「文明の衰亡」と訳している場合である。サマヴェル版の場合は、
                                               
















は breakdownの定義を、詳細に論じているのである(SH XⅡ:300-5=22:557-66) 。 
『歴史の研究』のテキストで示されているテーゼでは、文明が「衰退する」とか「衰亡
する」とかいう論理的帰結には至らない。文明というものはただ解体するだけ、バラバラ


































































 Our survey has now perhaps made it apparent that the Law which eclipses the 
Godhead may present itself in a variety of modes. It is a mathematical law that 
has enslaved the Babylonic astrologer and the modern Western man of science; a 
psychological law that has captivated the Buddhist ascetic; and a social law that 
has won the allegiance of the Hellenic philosopher. If we pass next to the Sinic 
World, where the concept of Law has not found favour, we shall find the Godhead 
being eclipsed, here again by an Order which in the Sinic Weltanschauung 
presents itself as a kind of magical congruence or sympathy between the 
behaviour of Man and that of his environment. 
While the action of the environment upon Man is recognized, and manipulated, 
in the Sinic art of geomancy, the converse action of Man upon the environment is 
controlled and directed by means of a ritual and an etiquette which are as 
elaborate and as momentous as the structure of the Universe which they mirror 




Note 6139 This Sinic conception of a magical order of the Universe with the 
magician himself for its hub is manifestly much less far removed from the 
Weltanschauung of Primitive Man than are the Hellenic and Indie and Babylonic 
and Western conceptions of Cosmic Law, analogous to Human Law, which we 
have examined above; and accordingly we shall not be surprised to find Sinic 
notions foreshadowed in our records of less highly sophisticated human readings 
of the relation between Man and his environment. For example, the following two 
passages in the Homeric Epic, which catch a Western reader's attention because 
                                               
138 引用文献表示は、本稿が準拠している「日本社会学評論スタイル」に変更した。 
139 完訳版では、次頁のように「注 1」となっている。 
110 
 
they are so startlingly out of gear with the order of the Universe as it presents 
itself to Western intelligences, would be so immediately and completely 
intelligible to a Far Eastern reader that he might be tempted to indulge in the 
fancy that the Hellenic poet was here taking a leaf out of the Sinic classics. 
 
Odyssey, Book XIX, 11. 108-14. 
 





































      あなたの名声は遙かな天に達する。 
      多くの強い人間を支配し、正義を支持する、 
      すぐれた神を恐れる王の名声のように。 
      黒い大地は穀物を実らせ、 
                                               
143修正。完訳版では「シナ世界」。 
144引用文献表示は、本稿が準拠している「日本社会学評論スタイル」に変更した。 








      木々は枝もたわわに実をつけ、 
      羊は確実に子を産み、海は豊かに海の幸をもたらす。 
      すべては善政のゆえであり、彼のもとで民は栄える。 
                『オデュッセイア』第19書 108－14行 
 
      夏の終わりに黒い大地がくまなく嵐にあっせられ、 
      ゼウスが神々の復讐を恐れず 
      アゴラーで力によって方をねじ曲げ 
      正義をしりぞける人間どもに腹を立て罰するために、 
      猛烈な雨を降り注ぐとき、 
      河川はすべて水かさを増し、 
      激流に掘り削られる岡は数知れず、 
      囂々と音を立てながらまっしぐらに紫の大海原を目指す流れは 
      人間が作ったものを押し流す。 
      あたかもそのように、トロイア軍の馬の群れは地響きをたてて驀進して
いった。 

































第 7節 『歴史の研究』の想定読者 
 
                                               
151 Titus Lucretius Carus（前 94ころ‐前 55ころ）。哲学の斎藤忍随によれば「ローマの詩人哲学者。伝記
的事実はほとんど不明、…自殺したともいわれている。エピクロスを神のように尊敬した彼は、その原子
論を内容とした全 6 巻からなる大長編詩《デ・レルム・ナトゥラ (自然について) 》を唯一の著作として
残した。その詩は詩としてもすばらしい傑作だが、その表題は直接、散逸したエピクロスの代表作《ペリ・
フュセオス (自然について) 》に由来するものと考えられる。ギリシア語のフュシスをラテン語に置きかえ









































                                               
152 『孤独の迷宮』ではトインビーの「引退と復帰」のテーゼを引用しつつ「孤独の弁証法」が語られている。 
153 東新（あずまあらた）1921、森林太郎(森鴎外)1928、櫻井政隆 1942、相良守峯 1954、ゲーテ研究会 1965、









































































見、あるいは「思考の準拠枠 framework of thought」というものが見えてくる。すなわち、
オリエンタリズム（Said 1978=1993）である。それは、ポストコロニアル理論の人々がい































ある。その論証の過程では、サイードと同様に（Said 1978=1993 上 120-68）、西欧の人々




キストでは、フランス人植民地主義者による、先住民に対する「Cet animal est très 





                                               



























































































考察』において、再検討される（SH ⅩⅡ: 546-61= 23: 1016-45）。すなわち、バク
ビーの批判を取り入れて再構築されるのである。そしてあらたに「中国モデル」、な
らびに「ユダヤモデル」が措定される。それが『図説版』で、改めて「全体」のな
かで説明されるのである(Toynbee & Caplan 1972:55-64=1976 1:61-74)。 
                                               









版』では、さらに修正されて登場している(Toynbee & Caplan1972:1 71=1976 1:84-5)。
すなわち、『再考察』の一覧表では 31の文明が措定されている（SH XⅡ: 559=1044）
のであるが、『図説 歴史の研究』では、アフリカ文明（西）、アフリカ文明（東）が

























『図説版』において、文明別の年表が始めて登場する (Toynbee & Caplan 

























明の解体」の「解体のリズム、The rhythm of disintegrations」(SH Ⅵ:278-321= 12:289 
123 
 




























































                                               
159 Oxford English Dictionary, 2nd Edition, Version 4.0(CD-ROM)参照。 




















このようなことは『歴史の研究』を見ても理解できる。すなわち、「ⅩⅡ The prospect of 










































                                               
161すでに凡例で示したように、聖書の引用も「:」で表記する。組織神学の学界においても、「.」と「:」は併用










































Ⅴ. 文明の解体The disintegrations of civilizations  


























































帰国後は陸相 (1839‐41)、主計総監(1846‐47) を務めたが、 47 年の総選挙に落選し、かねてから構想を





でも多数の愛読者を見いだした」（今井 2006）  
130 
 




























                                               












































C. 文明の解体の過程 The process of the disintegrations of civilizations 
Ⅰ. 解体の基準 The criterion of disintegration  































(c) 社会体の分裂 Schism in the body social   





① 浪費家(the wastrel) 
② 死刑執行人(the hangman) 
③ 征服者(the conqueror) 







                                               
166 完訳版の和訳のまま。神学用語としては「大シスマ」とカタカナ表記されることもある。西洋中世史の用
語としては、ローマ教会とプロテスタントとの「分裂」、プロテスタント諸派の分裂を指す。 
167 文明の誕生および成長期に出現するとされている。第 1部、第 2部で論じられている。 

























XⅡ169『再考察』 創造的少数者と支配的少数者 Reconsiderations 





                                               













2. 内的プロレタリアート Internal proletariats 














【答え】おおきく 6種類ある。一つはその出身から 3種類、 
①もと支配的少数者、 
②部分的に権利を奪われた征服された異民族、 













(2) ミノア172における証拠の欠如、ヒッタイトにおける二三の痕跡 A 











































        ① ローニン 
    ② アイヌ 
    ③ 高等宗教 
 
【問い】ローニンとはなにか。 























① 浄土宗(Jodo,Pure Land) 
② 浄土真宗(True Sect of Jodo) 
③ 法華宗（Hokke,Lotus Sect） 



























































【答え】5人ともあたらしい技術と便宜(technique and tactics)を採用した。すなわち、 
①文章は、古典的な中国語ではなくて、平易な日本語で著わした(not classical 


















限の寿命と仏の光明への礼賛(adoration to the Buddha of infinite Nenbutsu)」。




































(5) ロシアとアラブ社会の内的プロレタリアート The Russia and the 









                                               





1910）。なお、James Murdoch（1856 ‒ 1921）はスコットランド生まれ、ケンブリッジ大学卒。その後ゲ
ッチンゲン大学でサンスクリット語を学び、パリ大学卒の歴史学者。オーストラリアに移住後は高校の教師。
その後、日本で四高（金沢）、一高，七校（鹿児島）の英語教師。一校での生徒には漱石がおり、漱石のエ




















(6) 外来者の世界国家のもとにある内的プロレタリアート Internal 

































(7) バビロニア社会とシリアック社会の内的プロレタリアート The 



















































































































いにおけるマニ教の役割 The role of Manichaeism in the encounter 























(8) インド社会と中国社会の内的プロレタリアート The Indic and 
































(9) シュメール社会の内的プロレタリアートの遺産 The legacy of the 






































































































































AnnexⅡ マルキシズムと社会主義とキリスト教182 Marxism, Socialism, 




































AnnexⅢ柔和の多様性184 The ambiguity of gentleness  
(SHV:588-90=11:31-5)、4段落185 























3 外的プロレタリアート External proletariats   





【問い】成長している文明には、「固定した境界線(the crystallization of frontier[V:195])」
がないということは、どのようにして証明できるのか。295 
【答え】例をあげることで。すなわち、 
                                               











































































AnnexⅠ ローマ帝国のライン・ドナウ国境 The 















































































                                               
190 ウマイヤ朝は 661－750年。後ウマイヤ朝は 756－1036年。イスラム史の花田宇秋によると、ウマイヤ朝




第 5代カリフのアブド･アルマリク‘Abd al‐Malik(646‖647‐705。在位 685‐705)は、これらを平定し
て帝国を再建した。次のワリード 1世(在位 705‐   715)の時、征服が再開されて同朝は最盛期を迎えた。
以後、国家の創建以来続いていた政府とアラブ部族民の対立、アラブ諸部族間の反目、シーア派やハワー
リジュ派の反政府活動、非アラブ･ムスリムのマワーリーの不満、ウマイヤ家一族内の対立などが相関しあ






















(5) シュメール社会の外的プロレタリアートThe Sumeric external 

































































【答え】最初の世界国家の君主(the first universal monarch)である始皇帝(Shi Hwang-ti)










































                                               










































AnnexⅢ アーリア人の民族移動とサンスクリット叙事詩 The 
Völkerwanderung of the Aryas and the Sanskrit Epic 





















































                                                                                                                                           
づけることにより，正統バラモン文化の中に吸収され，重要な位置を占めるようになる過程で，その聖典も
《マハーバーラタ》の一部として取り入れられた」（高橋 2006） 










































(11) 正教キリスト教社会本体の外的プロレタリアート The external 






















                                               






























(12) ヒンドゥ 2ー00社会の外的プロレタリアート The Hindu external 
proletariat  
(SHV:303-8=10:58-65)、8段落 




























                                               




202 ローディー朝（ペルシア語: يدول 、英語: Lodī dynasty）は、北インドを支配した、デリー・スルターン朝の
5番目のアフガン系イスラム王朝（1451年 - 1526年）。ロディー朝とも呼ばれる。首都はデリー、アーグラ。 
172 
 
(13) 極東社会本体の外的プロレタリアート The external proletariat 



























































































































                                               


















われは、われわれ自身の野蛮人をつくり出す、Ancient civilizations were 












する（10:108）、Cet animal est très méchant:Quand on l’attaque,il se 
défend:[V:337]、」と。これこそ、一方的な記述の典型なのである。108 































                                               






























失、loss of self- determination、」という人間精神の内にあり、外にはない。 
                                               































                                               









































































































(d) 魂における分裂Schism in the soul  
1. 対立する行動、感情、生活の様式 Alternative ways of behavior, 














                                               

























































































































2. 放縦と自制 Abandon and self-control  
(SH V:399-403=10:201-9)、13段落 
【問い】放縦と自制とは、あらゆる時代、あらゆる社会に見られるのではないか。202 












































































































な、崇拝のことと定義できる、Idolatry may be defined as an intellectual and 
morally purblind worship, of the part instead of the whole,:of the creature 
















223。（chance and necessity are the alternative shapes in which this idol is 













                                               
































                                               
218 Herbert Fisher（1865-1940）は、近代ヨーロッパ史の歴史学者。オックスフォード大学教授であり政府

























































































































                                               
220ここで（SH Ⅴ:617）の注 1の Aguduth Israelは(和訳はアグダト・イスラエル派)は、ヘブライ語では תדוגא 






































                                               

























6. 混淆意識 The sense of promiscuity  
(α) パンミクシア223とプロレタリア化Pammixia and 
ploletarianization  
(1)224 帝国建設者の受容性 The receptivity of empire 
builders  
(SH Ⅴ:439-45=10:267-75)、12段落 
【問い】すでに、「文明の挫折」の章で、混淆意識(sense of promiscuity)は、様式意識（sense 
of style）に代わるものであると同定されている。すると様式意識は成長の指標で
あり、混淆意識は解体の指標なのか。267 
                                               
222 Sir Samuel Dill(1844-1924)は、オックスフォード大学およびベルファスト大学のローマ史学者。アイルラ
ンドの教育改革にも功績。代表作の Roman Society from Nero to Marcus Aurelius(1904)は、日本の学界で
も有名。 
































































































































































                                               































































































                                               









この意味で本書は、史上最初の〈キリスト教史〉といえる（荒井献 2006）」。              」 
















franche only flourish on a spiritual soil that has been coarsened by that loss of 
sensitiveness and that appetite for promiscuity which are symptoms of the 





































































































    ②イギリスの海外における経済的、政治的、軍事的な、スペイン、オランダ、フ
ランスなどに対する競争における勝利。特にインド亜大陸において。 
























































AnnexⅠ世界国家としてのナポレオン帝国 The Napoleonic Empire as a 

















































































Annex Ⅱエドワード・ギボンの言語手段の選択 Edward Gibbon's choice 

















(δ) 宗教におけるシンクレティズム Syncretism in religion 
(SH Ⅴ:527-68=10:393-451)、65段落 
【問い】シンクレティズムとはどのようなものか。393 
【答え】「内面的な混淆意識の外面的なあらわれである、an outward manifestation of that 
inward sense of Promiscuity」236。(SH Ⅴ:527=10:393) 
【問い】ヘレニック文明において、ローマの神々がギリシアの神々と同一視されていたの
は周知のことだが、それがシンクレティズムか。394 
【答え】否。それは「神の名称の間の同一視、an identification between names of gods」
というものである。「神の名称の同一視」には二種類ある。すなわち、未開のロ
ーマがギリシアから一方的に受容しただけで、ギリシアにはまったく影響を与え






















































【問い】ソロモン王の時代（在位紀元前 965年 - 紀元前 925年頃）がシリアック文明の
挫折の時代の始まりなのだろうか。アッシリアの軍国主義（アッシュールナシル






















































































































































                                               



















































【答え】マハーヤーナ仏教の代表的教典である『妙法蓮華経、The Lotus of the True 
Doctrine』240では、深遠な「空」の形而上学を説く 15章241よりも、呪文につい












































学が敗北するように運命づけている欠点は何か、What, then, are the weakness 
that doom Philosophy to discomfiture when in enters the list as a rival to 
Religion?」。436 


















































は、まさに下層階級の人びとである、Great innovations never comes from above;
…. And it is just people of the lower social levels who follow the unconscious 















                                               
































                                               
245セイヴィアは、英国での表記は saviour、米国表記は savior。英語の saviourの語源は、古フランス語の
sauveourであり、その古フランス語の語源は後期ラテン語の salvātorであり、それは中期ラテン語の































was only the Japanese offshoot of the Far Eastern Civilization that an 


































































かれる。教徒はバーブ教にならって 19を聖なる数字とし、バーブ暦(1年は 19ヵ月，1ヵ月は 19日)に従っ
































                                               


































































































































                                               
250 西洋古代史の金沢良樹によれば「ヘレニズム世界の宗教習合(シンクレティズム)をよく示す混成神。サラピ



























































































































【答え】⑬西欧文明のアンリ 4世とナポレオン 1世。 














Established Church of England）とスコットランドの長老制国教会

























































































                                                                                                                                           
を実現の課題ないし目標とする立場で、現実主義、現在主義に対立する。アイデアリズムともいう。理想は







前提する以上、ディルタイがいうように〈自由の観念論 Idealismus der Freiheit〉に属する。理想主義の哲
学の典型はフィヒテの倫理的観念論であり、無限なもの、完全なものとの合致を目ざして限りなく進むべき
































































                                               
257 Henri Bergson(1859-1941) のこの著書は、この章から後期作品まで、たびたび引用されるようになる。 
258 Arthur David Waley（1889‐1966）はイギリスの東洋学者。ケンブリッジ大学古典学科を卒業後、大英
博物館版画部門に勤めつつ、日本語，中国語を独習、『中国詩百七十篇』 (1918，改訂 1927) を手はじめ























































































「無神無法(Ni Deiu,ni Loi)」と呼んでいる（SH Ⅵ:16=11:239）。すなわち、す
べてのことが人間の行動と環境（宇宙も含む）の相互作用(action)それ自体として
とらえられ、その相互作用には不可思議な一致と共感(a kind of magical 
congruence or sympathy)があるとさる。だからたとえば人間の行動が礼儀にか
なっていれば、宇宙も含めた環境も変ると信じられている。換言すれば、 
① すべての事物が適合と便宜による(puisque toutdé pend de congruences, 

























































                                               
































すます独占的排他的支配権(the sole and exclusive dominion)を目指す「神々の
250 
 







































































































































【問い】ユダヤ教によるゾロアスター教からの「エジプト人の横取り(Spoiling of the 
Egyptians)」はわかったが、ではユダヤ教の排他性はどのような機能をはたした
のか。281 





































Annex ヘレニック社会における「宇宙国家（コスモポリス）」の概念 The 










































                                               











8. 復古主義Archaism  















































































273西洋史の古山正人によれば「Agis IV、 [希]Ἄγις（生年不詳‐前 241）は、スパルタ王。在位，前 244‐前 
241 年。ヘレニズム期の改革者。当時スパルタは借財問題が深刻化し，土地を所有する完全市民はわずか 700 
人ほどで，大部分の土地は 100 人ほどの手に帰しており，市民数の減少に苦しんでいた。 リュクルゴス体
制を復活して，スパルタの覇権を再興することを考えた彼は，諸種の改革に着手する。すなわち借財の帳消
しと土地再分配によって，市民権喪失者を市民身分に復し，自由人にふさわしい教育を受けて軍役能力のあ
るペリオイコイと外人に市民権を与え， 4500 の市民団を創出する計画がそれである。前 242 年に反対派
の指導者であるもう 1 人の王レオニダス 2 世を廃し，借財の帳消しを実施した。しかし，叔父アゲシラオ
スの反対などにあって土地再分配を実施できず，これが改革失敗の原因となった。前 241 年レオニダスが
傭兵隊と帰国し，アギスは神殿に逃れたが，捕らえられ処刑された」。（古山 2006） 
274西洋史の太田秀通によれば「 Kleomenes III、[希]Κλεομένης（前 260ころ‐前 219）は「スパルタ王。
在位，前 235‐219 年。 アギス 4世の未亡人アギアティスと結婚して，リュクルゴス体制の復活による国
力復興の理想を継承し， アカイア同盟と戦って (前 228) 国内第 1 の実力者となる。前 227‐前 226 年
の冬リュクルゴス体制を復興するために負債の帳消しを断行し，全国の土地を 4000 の分割地に分け，ペリ




スはセラシアの戦 (前 222) で敗れ，エジプトのプトレマイオス 3 世のもとに逃れたが，間もなく王位を継





























































































































                                               
276 現代もノルウェー語には、デンマーク語に近いブークモール (bokmål 「書籍語」) と、ここに書かれてい


































































(527‐531)、アフリカ遠征 (533‐536)、イタリア遠征 (536‐540) に同行。 542 年までにはコンスタン
ティノープルへ戻り、おそらくは官職経歴を続けながら著作活動を行う。主著《戦史 (歴史) 》8 巻は 553 
年までの東ローマ帝国の戦役を伝えるもので、ベリサリオスへの肩入れは否めないにせよ、プロコピウス
は客観的記述を心がけており、当時の軍事・外交史を知るうえで第一級の史料である。（後藤 2006） 





























































































                                               


















































ーとなった。 1868 年 (明治 1) 3 月には神仏分離に関する一連の法令がだされ、それ以後全国的に神仏分


















































(ε) 復古主義の自己破綻 The Self-Defeat of Archaism   










9. 未来主義 Futurism   
(α) 未来主義と復古主義の関係 The relation between futurism and 
archaism              
(SH Ⅵ:97-101=12:3-10)、9段落 
                                                                                                                                           
なお、1935 年の調査によると、神社数は、官・国幣社 199、府県社 1016、郷社 3607、村社 4 万 4864、









































































(β) 現在との関係の断絶 The breach with the present  



























































































































































位 前 358-281年）がバビロン再征服を成し遂げた年（前 312年 10月）を紀元
とするセレウコス暦。この暦はセレウコス朝が滅亡したあとでも長い間使われ
た。 




















                                               

















(3) 世俗文化と宗教における断絶 The breach in secular 
culture and in religion  
(SH Ⅵ:111-8=12:25-35)、9段落 
【問い】世俗文化における未来主義は、どのような形で表れるのか。25 
















































































































































































                                               
293 バル・コホバとも呼称。星の子＝メシアの意味。 





























                                               
296 筆者の見解では、これは「教義」とも解釈し訳すことができる。 
297 メシアの意味に近い教会用語。英語ではは anointed oneともいう。ヘブライ語「メシア」での意味は「油
を注がれた（塗られた）者」になるので明治期「受膏者」と訳された。古代イスラエルにおいては、預言者、
祭司、王などの就任に際して油を塗る習慣があった。 


























































































































復古主義は自己破綻に終る(the way of archaism ends in self-defeat 
② 未来主義。 
未来主義は自己超越に終る(the futurism ends in  self-transcendence)。 
③ 超脱。 








































































                                               
304 George Gilbert Aime Murray (1866- 1957)は、1908年以来のオックスフォード大のギリシア史レギウス
講座教授。ギリシア史のみならずギリシア悲劇の翻訳で有名。日本では、『ギリシア宗教発展の五段階』で






























                                               
305 紀元 31年頃とされている。 

































309 Francis Thompson (1859‒1907)はイギリスの宗教詩の詩人であり苦行者。詩集 The Hound of Heavenは、
日夏耿之介によって「天の猟狗」と訳されて『英国神秘詩鈔』（1922）の『英国神秘詩鈔』の 139－160頁
に収められている。  
310 原典では「How in fact can God's will be done on Earth as it is in Heaven? In the technical language in 






























                                                                                                                                           








































の計画はキリストの受難が洗顔しているとおり…、it is a withdrawal accoding 







Annex 1: 「アリストファネスの雲の郭公国の空想」 ‘Aristophanes' 
















































































































































する考え方311 Saint Augustine's conception of the relation between 

























































































































                                               
313 [希] Ηανανέωση。 






















②西欧文明ではゲーテの『ファウスト』で「Neuen Lebenslauf / Beginne / Mit 







Ⅱ. 解体の分析 An analysis of disintegration  
(a) 解体に向かう文明の個人との関係The relation between 
disintegrating civilizations and individuals 

























































































                                               



























































































                                               


































































                                               
321 完訳版によった。「その働き」という訳もある。 






































































権的ギルドを形成していたこともあって、 17 世紀以後軍団員の商工業への進出がみられた。 18 世紀末




































































                                               
337完訳版によった。「ムガール」という表記が一般的である。 
338完訳版によった。「アウランガゼーブ」という表記もある。 

























                                               








































                                               


































































                                               
344完訳版によった。高校教科書の表記では「イワン」。 


















Annex Ⅰ: ヘレニック社会における剣を持った救世主の肖像 The 












                                               
347貨幣学、numismaticsは貨幣とその形態史に関する科学的研究の総称。 
348日本の金石学に相当する欧米の epigraphyの訳語。碑文学の伊藤貞夫によれば、「金属や石など硬質の素材
に刻まれた文，すなわち金石文 (碑文) を考察対象とする学問。 碑文学ともいう。金石文はオリエント，ギ
リシア・ローマ，インド，中国，朝鮮，日本など世界各地に伝存し，それぞれについて研究が進められてい
る。西欧文明においてはルネサンス期と啓蒙主義時代にテキストの収集と刊行が行われているが、今日のギ



























③ゴルディアヌス 3世など 13人の皇帝が採用した「Restitutor Orbis、世界の再
興者」とか「人類の再興者」、「時代の再興者」などはも、同じように、ローマ
の平和が破壊されていることを暗黙のうちに認めている、と解釈できる。 

































































                                               

























                                               





































                                               


































                                               
353 『歴史の研究』では、シチリアの官僚制を指している。 





























































































                                               




アレシアの戦で攻囲されて大敗した。降伏後ローマで投獄され，6 年後の前 46 年にカエサルの凱旋式の
あと処刑された。なおロマン主義時代にガリアの愛国主義者と賛美され， 19 世紀末にはフランス国民の






























                                               





























































































































                                               




































































































































                                               










































② マクシムスはアイデシウス、Aedesius[希] Αἰδέσιος, （生年不明-355）の弟
子であり、 












                                               
368 これらは、まさに〈レスプーブリカ・リテラールム(学術言語共同体)〉のことである。 
369 完訳版に拠った。通説では 332年。 









ンス期に大きな影響を与えた」（大沼 2006）                    
371完訳版に拠った。通説では「アショーカ」。 
































                                                                                                                                           
ドイツ軍に捕らわれ収容所で悲惨な最期を遂げた。主著《古代中国》のほか、、中国の宗教、、道教、、歴史






























                                               







関係を、詩人ジョージ・メレディスは「Passion spine the plot; We are betrayed 
by what is false within、激情が筋書きを作ってゆく」と唄っている。258-9 
【自己評価】L1 
 























































































































































































































                                               




































































Annex Ⅱ: 受難のキリスト Christus Patiens   
(SH Ⅵ:376-539=13:71-319) 




















































                                               










図る。聖書学は，ガーブラー Johann Philipp Gabler(1753‐1826)が，文法的･歴史的ないし発生論的な学
として，聖書(神)学を教理(教義)神学から独立させたことによって成立した。今日では，旧約聖書学，新約聖









世主の物語との一致点 Correspondences between the story of Jesus 
and the stories of certain Hellenic saviours with the 
‘Time-machine’ 







































































【問い 8】「The hero proclaims that the right of the membership in the society that the 






































































































































































                                               









































































































































































































































































【問い 71】英雄が死ぬ時の着ていた下着は、縫い目のない一枚の布地でできている(SH Ⅵ: 


















































































































(3) 結果の要約 A synopsis of result   
(SH Ⅵ: 406=13:119-20)、2段落 
【問い】ここまでで、イエスについて書かれた作品395と英雄たちについて書かれた作品396
とのあいだにおいて、私(トインビー)が直感的に選んだ 87項目の文学的な共通点
                                               
394 ナシカとは、ローマとともにマケドニアと戦ったナシカであろうか？ 





















②共通の場面があるはずである(表 5と表 6）。 
③共通の小道具があるはずである(表 7）。 











                                                                                                                                           
する概念として、かつ「異教徒」という差別的表現を回避するために、このように「英雄たちについて書
かれた作品」と表記する。 















それに対して 87の項目のうち、一致するのは 219だった。(一致率は 63%)。 





(5) 第Ⅱ表 福音書と異教英雄説話との一致点の分析 Table Ⅱ 
Analysis of correspondences between the Gospels and the stories of 




















分析 Table Ⅲ Analysis of correspondences between the stories of 





















                                               





















































































































(9) 第Ⅵ表 福音書と異教英雄説話との間の視覚的一致点の分析 Table
Ⅵ Analysis of visual correspondences between the Gospels and the 



















一致点は 10項目ある（構成比 30％）。（筆者注：書かれていない） 
【自己評価】L1 
 
(10) 第Ⅶ表 共通の小道具401 Table Ⅶ Common properties 












































































(13) 第Ⅸ表 福音書と異教英雄説話との間の語句の一致点の分析402) 
Table Ⅸ: Analysis of verbal correspondences between the Gospels 





                                               

















(14) 可能な幾通りかの説明 Alternative possible explanations 
(SH Ⅵ:418-438=13:134-166)、41段落 
【問い】「How are our eighty-nine correspondences to be accounted for?、89の対応をど
のように説明したらよいか」。134 



































































































                                               





































































                                               
404 原典では「An alternative possible explanation is the reduction of identical results by the identical 
causes」となっている。完訳版の訳はやや意訳のし過ぎ。 































                                               































                                               
408 Eduard Meyer (1855 - 1930) はドイツの古代史の歴史学者。和訳されているのは、「エドワルト・マイヤ
ー、 マックス・ウェーバー (1965)『歴史は科学か』森岡弘通訳、みすず書房」など。トインビーが引用し

































































































                                               



















































































【答え】「throw  at least three beams of lights on the problem、問題に対して少なくと
も三条の光りを与える」。 















































































































































                                               


































































































































































の英雄の物語との一致点の項目索引 Table X Concordance of 
correspondences between  the legend of Hêraklês and the stories of 
Jesus and the pagan historical heroes 





















































                                               

























































































































































































































ソクラテスの死に立ち会った 15名のうち 7人は非アテネ人であった。256 
【自己評価】L2 
 





(20) ラコニア424とガリラヤを結ぶ橋としてのエジプト An Egyptian 



















































(21) 言語的伝達手段 A verbal means of conveyance  
(SH VI:500-8=13:263-74)、11段落 
【問い】「これらの共通の語を、現在それらの語が納まっている異なる文脈の一方から他方




                                               
425 原典では「Is there any obvious means of conveyance by which these common words might have found 



























































































































































































































                                               








































































【答え】① 群衆が夜中にたいまつを持って駆けつける（項目 41）。 
② 役人たちが英雄の前で当惑する（項目 43）。 
③ 夜中の裁判（項目 49）。 
④ 女たちが背景にいる（項目 80）。 
⑤ 処刑台から遺体を下ろす（項目 81）。 
                                                                                                                                           
成の部分を含んだまま詩人の友人ウァリウスとトゥッカに刊行を命じた。なお，H. ブロッホの小説《ウェル




⑥ ピエタ（項目 82）。297 
【問い】クレオメネスの受難の実際の場面に由来する、イエスについて書かれた作品にお
ける場面には、どれか。297 
【答え】① 一同が外へ出て行く（項目 33）。 
② 戦い（項目 44）。 
③ 英雄のからだを尖った武器で突き刺す（項目 79）。 





② ガイウス・グラックスに由来するのは群衆が屋根に登る。（項目 11） 
③ 護衛が見張りをして睡眠をとる。（項目 37） 
④ 見張りの者が居眠りしている所を見つけられる。（項目 38）433 
⑤ 公衆の面前で手を洗う（項目 64）。298-9 
⑥ 「ひげのない男の騎馬巡行」、市中行進。（項目 16） 
⑦ 不法侵入者撃退。（項目 17） 
⑧ イシュタルとタンムズ信仰:友人が寄りかかる。（項目 28） 
⑨ ピエタ。（項目 82） 
⑩ ヘラクレスの悲劇、苦悶。（項目 36) 
⑪ 下着を引き裂く。（項目 71） 
⑫ アトゥルナリア祭など犠牲祭、王衣、王冠。（項目 66） 
⑬ 王と称する。（項目 63） 





                                               



































③ 二ふりの剣。(項目 32) 
④ 争い。(項目 44） 






































































(23) 真理の摂理 The economy of truth 
(SH VI:534-9=13:312-9)、8段落 
















































































































                                               



























(b) 解体期文明における個人間の相互関係 The interaction between 
individuals in disintegrating civilizations  













































































































































































                                               
448 これは、挫折を谷と見なすと 2拍子になるはずである。 










































②前 431年からの 27年間のアテネ＝ペロポネソス戦争という「共倒れ戦争」。 
③前 272年のピロス（マケドニアの軍事的天才）の死後からの 54年の小康状態。 
















                                               




































                                               
455 この軍縮会議とは、当時の 2大国だった南方の楚と北方の晋との抗争を、前 546 年に宋の都で晋・楚な































                                               
457 387年間となる。 














(5) 正教キリスト教文明本体460の歴史におけるリズム The rhythm in 
















































































(7) シリアック史におけるリズム The rhythm in Syriac history 
(SH Ⅵ:301-3=12:322-4)、2段落 




468 完訳版に拠った。通説では 1605年。 





































(8) 日本における極東文明の歴史のリズム The rhythm in the history 










【答え】①最初の挫折は、1156-1160年470と 1183-5年の軍事革命471による「The regime of 





























































退（a relapse into barbarism）のいくつかの兆候の一つであることが明らかにな
る」。（326） 



















(9) 極東文明本体の歴史におけるリズム The rhythm in the history of 
the main body of the Far Eastern Civilization 
(SH VI:305-8=12:327-31) 


























                                               
481 完訳版に拠った。通説では 1279年。 
482 紅巾の乱を指すのであろう。 
483 明時代の 1368‐1644 年、276年間も含むのであろう。 
484 清代、1616‐1912 年の 296年間を指すのであろう。 


































                                               
488 周忌の作品では、この時代の文化の代表的な人物として、朱熹、王陽明、周敦頤 (しゆうとんい)、程標(て












   ①第2番目の「後退」は前 610年のハランの戦い。 








(11) ロシアにおける正教キリスト教世界の歴史におけるリズム The 







































































































                                               
491 完訳版に拠った。「ミノア」とも。 
492 終期作品では「エーゲ文明」と呼称される。 




























































































































































labor non sit cassaus496という願望はこの神秘の鍵を解こうという努力なしに休
                                               
496 この完訳版の「努力は無駄にはならないのだ」という訳した tantas labor non sit cassausとは、ローマ教会













































1,554 315 31 338
840 900 2,500 2,500
1,303,806 286,650 76,250 257,032
522 115 3,050 103























図 16 完訳版に対するそれぞれの要約（レジュメ）の質量 
 
サイズ 風景 図像
















































第 3部 諸文明の比較研究の理論 
 
この論文の第 2部の最後の章に引用した原典に見える、「『努力が無駄にはならないよう























                                               
498 原典では「…and yearning that tantus labor non sit casassus will not allow us to rest without trying to 
unlock the secret of this mistery」。完訳版では、「…それを解こうとする努力は無駄にはならないのだ
([羅]tantas labor non sit cassas) という願望はこの神秘の鍵を解こうという努力なしに休息することをわれ
われに許さないであろう」となっている。完訳版の tantasは tantusの誤植であろう。 
499 トインビーは生涯で 2,947の作品を刊行した。（McNeill 1989:289-90） 
469 
 

























(山本 1976)、(吉澤 1982)、(秀村 2002) 。しかしそれらは、それぞれの碩学の作品なの
であって『歴史の研究』ではない。 
                                               
500 本稿第 2部「縮刷版という『作品』の文体論」参照。 























































きる(SH Ⅵ:278-312=12: 289-338)。そもそも『歴史の研究』第 1巻の冒頭で言明された
執筆計画では、諸文明の「リズム」を、数字に重きをおいて論じる部が予定されていて(SH 
I:The plan of the book)、章題は「第 11部 文明の歴史の律動(XI Rhythms in the histories 





                                               
502ディラック方程式 Dirac equationという電子に対する相対論的な波動方程式の応用である。この方程式は 




























                                                                                                                                           
について 1 階の微分方程式であること、 (2) 相対論の原理を満たす、つまりローレンツ変換に対し不変であ
ること、 (3) エネルギー、運動量、静止質量に関するアインシュタインの関係式が成り立つことの三つの原
理から出発して、ディラック方程式と呼ばれる次の方程式を導いた。 
































                                               
505 『歴史の研究』の常套句。中期作品では、文明の挫折を概念化するさいのキーワードになる。すなわち、
人間が何かしら業績を達成したあとにくる無気力な心的状態をさす。 
506 Royal Institute of International Affairsは、第 1次大戦とベルサイユ講和会議の経験を踏まえて、1920
年に設立された国際政治のシンクタンク。英国政府とは関係なく、独自の国際問題の視点を確保しており、今
なお威信を保っている。所在地の名をとってチャタム・ハウス(Chatham House)とも呼ばれる。





























代表作は『現代が受けている挑戦』（Toynbee 1966=1969）  









 代表作は『アジア高原の旅』。（Toynbee 1962） 
 
これらの領域のうち諸文明の比較研究の理論の領域に属すると目される作品は、筆者の





その時期の区分のうち、前期と後期の境界を Vol.VI Christus Patiens（完訳版第 13巻
『受難のキリスト』）においたのは、すでに本稿第 2部でみたように、そこにおいて、認
識の主体が、つまり歴史を研究している主体が、トインビーを含む人間ではなくなること
が、あきらかになるからである（本稿「Ⅴ:C:Ⅱ:a:補論:Christus Patiens  受難のキリスト」、






































































































Ⅵ Universal states 14 6 世界国家
Ⅶ Universal churches 15 7 世界教会
































Mankind and Mother Earth『人類と母なる大地』1～2巻
後期
Ⅻ 1958 Reconsiderations 1969
Contacts between









































































































   







それだけでは「理解可能な研究分野、intelligible fields of study」ではないこと
                                               


























第 3章 Comparative study of civilizationsの成立と日本における受容 
 







第 1節 The International Society for the Comparative Study of Civilizations
の成立と休眠 
 
comparative study of civilizationsという用語は、今から50年以上前から使われていた。
すなわち、1961年秋にザルツブルクで開催された第 1回の The International Society for 
the Comparative Study of Civilizationsの名称として記録に留められている(川窪 
2000:542-3)。その学会の正式名称は、フランス語で、Société Internationale pour les 
















                                               
513 「比較文明論（ないし学）」という語句は、哲学の谷嶋喬四郎の語句によった。 














て歴史を選択した人々からの批判は痛烈である。(Montagu ed. 1956) 
その担い手についていえば、トインビーは『歴史の研究』を仕事の余暇に執筆したので
あって、歴史を「職業としての学問」としたのではないのである516。 



























第 3節 日本の比較文明論 
 























                                               













































                                               









トなどが紹介された。訳語には 1911 年 (明治 44) 以来〈生命哲学〉、大正期以降〈生命の哲学〉〈生活の












たえず新たに先へと進んで〈より以上の生 Mehr Leben〉を生み出す水平的な超越作用 (〈生の原級はつ













































































































はないとする、超越論的観念論にかかっている。(石川 1998:1229l)  
                                               
522 Oxford English Dictionary、 2nd Edition、 Version 4.0(CD-ROM)の「an unproved statement put 






















って歴史的な事象の全体をも見失う」 (Toynbee & Caplan1972: 485=1976 3:126) という
結論が導き出されている。 
直感については、本稿第２部の「解釈学的レジュメ」においてたびたび出てきたように、
































握を、economyの本来の意味である『見事な処理』と解せば…、an economy of truth
という表現で、正確に表せる（本稿「第 2部Ⅴ:C:Ⅱ:a:補論:22:真理の摂理」）。 
 























3 「至福直感、beatific vision」による進め方 
 
もう一つの研究の進め方である直感は、これまでたびたび述べてきたように「beatific 















































































                                               































1 時間の女神 ――「現在」を斬り殺す女神 
 





















































































































































                                               
527 完訳版でもカタカナ表記。 
528 したがって、フンボルトが提唱し、地理学で定義されているオイクメネーの概念ではない。 



























                                               
530 後期理論で初めて人類の起源が考察される。そこでは、旧人類と現生人類とを区別していない。しかし、
旧人類の言語や意識については不明な点が多いので、ここでは「人類」とは「現生人類」のこととする。現生
人類の発生は約 7万 5千年前である。 
531 地球の表面面積は約 5.1億平方キロ。 






































































































































































































1 Riddles in the phenomena 
（段落 1～2） 






After a human being has been conceived and has then been born, the baby may 
die before it has awakened to consciousness. Until the twentieth century a cruelly 
high percentage of babies did die at the pre-conscious stage of life. Infant mortality 
used to be appallingly common, even in human communities that were relatively 
secure and affluent, and that were also relatively well-informed and well-equipped 
medically. For pre-modern humans, the rate of infant mortality was of the same 
order of magnitude as for rabbits. Moreover, if a child does survive long enough to 
experience the dawn of consciousness, its life may still be cut short at any stage 
deliberately or by some accident or by some disease or some injury that cannot be 
cured by the medical and surgical skill and equipment that are accessible at the 
particular time and place. 
However, the length of the expectation of life has now increased sensationally in 
communities that are medically and socially precocious, and it has begun to 
increase appreciably in the relatively backward majority of communities as well. 
Nowadays a human being's consciousness may be awake continuously for seventy 
or eighty years before it is extinguished by death or is dimmed, before physical 
death, by mental senility. During those seventy or eighty years of consciousness, 
the human being is aware of phenomena. These phenomena present him with a 
number of riddles, and the ultimate riddles have not been elucidated by the 
advance of scientific knowledge and understanding―rapid and far-reaching 
though this advance has been in the Modern Age. 
 
(日本語版) 

































（原典 段落 3） 
Scientists have recently been discovering the chemical composition and the 
structural configurations of matter that are the physical enabling conditions for 
bringing matter to life and for awakening a living organism to consciousness. The 
advance of science has also brought with it one negative finding that seems likely 
to stand, though, among the adherents of theistic religions, it meets with strong 
509 
 
resistance because it runs counter to deeply-ingrained, though unverified and 
unverifiable, traditional beliefs. It is now hardly possible any longer to believe that 
the phenomena of which a human being is conscious have been called into 
existence by the fiat of a human-like creator god. This traditional way of 
accounting for the phenomena was based on an unwarrantable analogy with 
human activities. Human beings do shape already existing inanimate 'raw 
materials' into tools, machines, clothes, houses, and other artefacts535, and they 
give their artefacts a function and a style that are not inherent in the 'raw 
materials'. Function and style are non-material; in terms of matter, they are 
created ex nihilo. The explanation of the existence of the phenomena as being 
accounted for by a human-like creative activity has ceased to be convincing 
because the existence of a human-like creator god is a hypothesis that is not 
confirmed by any evidence. But, so far, this no longer tenable traditional 
hypothesis has not been replaced by any convincing alternative. 
 























































(原典 段落 4～5) 
The increase in our knowledge of the physical enabling conditions for the 
presence of life and of human consciousness and purposefulness has not brought 
with it an understanding of the nature or the purpose (if there is a purpose) of life 
and consciousness themselves. These are different modes of being both from each 
other and from the organically structured matter with which, in our experience, 
they are associated. Every live human being that a human being knows or knows 
of, including himself, is a conscious purposeful spirit that is physically alive in a 
material body. None of these components of a live human being have ever been 
encountered apart from the rest. They are always found in association with each 
other; yet their relation to each other is incomprehensible. 
 Why are some portions of the material phenomena associated temporarily with 
life (as they are in living beings of all species) and also with consciousness (as they 
are in human beings), while other portions (apparently by far the greater part of 
the sum total of matter in the cosmos) are permanently inanimate and 
unconscious? How, in the space-time stream, at one particular point-moment―i.e. 
in the tenuous 'biosphere' that temporarily envelops our ephemeral planet―have 
life and consciousness come to be associated with matter? Why does life, embodied 
in organically structured matter, strive to perpetuate itself or, in organisms that 
are sexual and mortal, to reproduce itself true to type ? The maintenance of any 
species of living being manifestly costs an intense effort. Is this effort inherent in 
the nature of the species and of its specimens? If it is, why is it not inherent in the 
nature of the constituents of organic matter in the pre-organic and post-organic 
states of these constituents, whose organic configuration is such a brief episode in 
their history? And, if the effort is not inherent but is introduced, what is the 
512 
 
agency that introduces it if we rule out the hypothesis of the operation of a creator 
god? 
 




















































（原典 段落 6～7） 
Next, let us grant the reality of mutations in the structure and the functioning of 
living organisms; and let us grant, further, the cogency of the Darwinian thesis 
that mutations, played upon by natural selection for a sufficient length of time, 
account adequately for the differentiation of life into diverse species and for the 
success of some species in surviving" and for the failure of others. Even granting 
all this, the mutations themselves remain unexplained. Are mutations fortuitous, 
514 
 
or are they designed, or are they infractions of a design, or are all these three 
questions inappropriate when they are asked apropos of phenomena that are not 
credited with the possession of consciousness and with the ability to make plans? 
Supposing that we do allow ourselves to consider non-human species in these 
anthropomorphic terms, we are then confronted with further questions. The 
proneness of a species to undergo mutations is a contrary tendency to the 
species’537 effort to maintain or reproduce itself true to type. Is keeping true to 
type the objective of a species, and are mutations just so many failures to achieve 
this objective? Or is a species designed to change, and is its practice of keeping 
true to type just an obstruction of change by inertia? 
 The differentiation of life into different species has brought with it both 
competition among some species and co-operation among others. 
Which, if either, of these two antithetical relations is the paramount law of 
nature? In the relations of non-conscious species with each other, neither 
co-operation nor competition is an act of deliberate choice; but the choice is 
deliberate in human beings, and in us it is bound up with the human sense of the 
difference and antithesis between right and wrong and between good and evil. 
What is the source of these ethical judgments, which apparently are intrinsic to 
human nature but are foreign to the nature of non-human species? 
 































































（原典 段落 8～10） 
Finally, what is the situation and the significance in the Universe of a conscious, 
purposeful human being, imbued with this sense of the distinction between right 
and wrong and impelled (even if he resists this ethical impulse) to do what seems 
to him to be right ? A human being feels as if he is the centre of the Universe 
because his own consciousness is, for him, the point from which he views the 
cosmic spiritual and material panorama. He is also self-centred in the sense that 
his natural impulse is to try to make the rest of the Universe serve his own 
purposes. At the same time, he is aware that, so far from being the Universe's true 
centre, he himself is ephemeral and expendable; and his conscience also tells him 
that, in so far as he gives way to his self-centredness, he is putting himself morally, 
as well as intellectually, in the wrong. 
517 
 
 These are some of the riddles that are presented to a human being by the 
phenomena of which he is conscious. Science may or may not continue to advance. 
Whether science is going to progress or to stagnate is not a question of intellectual 
capacity. There does not seem to be any limit to Man's intellectual ability to add to 
his scientific knowledge and to apply this knowledge to the further advancement 
of his technology. 
The future of science and technology partly depends on whether society 
continues to value these activities as highly, and to reward them as handsomely, as 
has been society's practice in recent times. It also partly depends on whether 
individuals of the highest intellectual ability continue to concern themselves with 
science and technology. This cannot be taken for granted. In all fields of human 
activity, fashions change. It is conceivable that religion or art might become again 
the paramount interest of the ablest minds, as they have been in the past at 
various times and places. However, even if science were to continue to advance at 
its present pace, it seems likely that its further achievements would not carry it 
beyond its past and present confines. Our knowledge of the way in which the 
phenomenal Universe works might increase, but science does not seem likely in 
the future to succeed, any better than it has succeeded in the past, in enabling us 
to understand the reason why the Universe works as it does, or indeed the reason 
why the Universe exists. 
   However, a human being has to live and to act during his psychosomatic life in 
the biosphere, and the demands of life and action force him to provide himself with 
provisional answers to the riddles presented to him by the phenomena, even if he 
cannot obtain these answers from science and even if he believes that scientific 
knowledge is the only true kind of knowledge. This belief is not impregnable. 
Nevertheless, it is true that answers which are found outside the confines of 
science are unverifiable acts of faith. They are not intellectual demonstrations; 
they are religious intuitions. Therefore it seems probable that in the future, as in 
the past, life will compel human beings to answer the ultimate questions in the 
intuitive unverifiable terms of religion. Superficially the post-scientific and the 
518 
 
pre-scientific expressions of religion may seem to be poles apart from each other. 
Every past expression of religion has been attuned to the intellectual outlook of 
the time and place at which each particular expression was formulated. But the 
underlying essence of religion is, no doubt, as constant as the essence of human 
nature itself. 
Religion is, in fact, an intrinsic and distinctive trait of human nature. It is a 
human being's necessary response to the challenge of the mysteriousness of the 
phenomena that he encounters in virtue of his uniquely human faculty of 
consciousness. 
 
















                                               






































































































































                                               


















概念の階梯においては「同種、equivalence of the species」であるから、同種であるすべ
ての文明は等価である、といういささかトートロジー的な論法で主張されている







                                               
















































































































































































                                               
548 Camille Jullian（1859-1933）が 1907から刊行したHistoire de la Gaule.(Les grands monuments de 





























おいては、ホッブスの『リバイアサン』の表象を否定する(Toynbee & Caplan 1972:43 
=1976 :1: 47)。つまり、『リバイアサン』の表紙絵に表象されているような、個人の集合が





























（2） 内的プロレタリアート ――ミメーシス的多数者 
 
                                               





































































































































































てであるが(Toynbee & Caplan1972:137,140= 19761:163,166-7)、そこでは被挑戦者が、
何から挑戦されているかを認識するには、内面的な力が不可欠であることが強調されつつ、











































第 4節 時代区分 
 























少なかったとされるのである(Toynbee 1976:39-47=1979 I:78-94)。 
                                               
556 「契機」と和訳された概念としては、ヘーゲル弁証法における「契機」や、フッサールの独立性と非独立


















































































社会の時代、time of great society」と呼ぶことができる561。 
ここまでのテーゼを図で示す。 
いつから… …まで 期間 変化 伝播
前75000年頃 前5000年頃約70，000年間
前5000年頃 1600年頃約6，000年間 早い 遅い
地域差が大き
い































3 第2のカテゴリー ――文明の世代 
 
第 2のカテゴリーは「文明の時代」における、文明の世代である。この文明の世代に関
するテーゼは前期作品から展開されており、第 1世代文明、第 2世代文明、第 3世代文明
という区別が、歴史地図において再確認されている。（SH ⅩⅠ:10-1=24:10-11） 
                                               















































4 第 3のカテゴリー 成長時代、動乱時代、世界国家時代 
 























































































(Toynbee & Caplan1972:72=1976 1:84)  
 


















































































語句を使ってはいるが、第 1世代の文明と、第 2世代・第 3世代の文明とは、異なる概念


































































































































































































































































                                               
566 たとえばアメリカにおいて 500万人の会員もの擁していたアフリカ系の人々に対する差別運動を支えてい
たN.B.Forrestの政治的な主張や、ドイツにおけるユダヤ系の人々に対する差別運動を支えていた政治思想で
























































































































































































                                               




ィカ地方のラムヌスにあり、名匠フェイディアス (前 5 世紀) 作の神像が奉置されていた。この神像は、鹿と
勝利の女神ニケのついた冠をいただき、左手にはリンゴの枝、右手にはエチオピア人の姿を刻んだ杯を持って



























































らわれるのは、意外にも「魂における分裂」のテーゼにおける混淆意識(the sense of 
promiscuity)の論考においてである。そこでは、西欧文明がいまだ成長性を喪失していな
いにもかかわらず、混淆意識の言語における表出であるリンガフランカとしてのフランス
                                               





















































































































図 31 文明の全行程をへなかった文明の様式 
 





























































of an ephemeral self」、「、はかなき制度の偶像化、the idolization of an ephemeral 





































































においては、「勝利の陶酔（the intoxication of victory）」とも言表されている。すなわち、

























































































































第 4節 解体へ向かう文明におけるリズムのテーゼ 
 
動乱時代は、終期作品では「政治的不統一の時代、phases of political plurality」と呼

















図 33文明のサイクルの概念図(Braha 2006:8) 
このグラフは、「第 5部 文明の解体」のなかの「C:Ⅱ:b:1解体のリズム」のテキストに
おいて追い求められていた概念 (SH Ⅵ:278-321= 12:289-349)を、明確な図像として表現
したものである。 
                                               






























                                               
581 Religious Studies、[独]Religionswissenschaftを指す。 
582 救済者という語は、ユダヤ教とキリスト教ではアラム語の「メシアMessiah」であらわされ、そのギリシ
ア語への翻訳が「キリスト」とされている。『歴史の研究』のテキストでは、仏教の菩薩信仰なども包摂す















































































                                               
584 非西欧文明全体の「ポスト世界国家」については、2008年 6月のモンテレーにおいて開催された第 47




























































































































































































































































                                               
588 完訳版の訳は誤解を招きやすい。「Idolatry may be defined as an intellectual and morally purblind 
worship, of the part instead of the whole of the creature instead of Creator, of the Time instead of 
Eternity.[V:412]は「永遠ではなく、時間の創造主ではなく、被創造物の全体ではない部分の知的並びに道
徳的なる半盲目的な崇拝として定義されるのである」とも解せる。 
589 Demokritosは前 460頃‐370頃のトラキア地方のアブデラ生れの哲学者。 































                                               














































9 仮説の検証 ――混淆の意識の場合 
 




























そのことは、混淆意識の叙述を、「支配的少数者の卑俗化、the vulgarization of the 














卑俗と野蛮、vulgarity and barbarism in art」という二つの形態をとって現れるとしてい
る。(SHⅤ:480-3=10:326-330)。 
 









































































































































図 38 復古主義と未来主義の様々な領域における発現の様式 
587 
 

























































































図 40 解体に向かう文明における創造性の様式 
                                               






























                                               






























































































でも 3世代、約 90年間しか維持できてこなかったというテーゼを得ることになる。 
 









































































            ↓
2代目は非暴力・不寛
容






























自称救世主 剣を持った救世主 ○ ○
 
図 43 救世主の出自による救世主の様式 
 

















年、約 50世代たっても、当時（1930年代）のドイツの名称として「第三帝国、Third Reich、 





















of euthanasia、」(SH Ⅶ:53=14:117)とまで叙述されている章題によってもよくわかる。 












































































































































































































































                                               















































































































                                               
601 Eduard Meyer (1855 - 1930) はドイツの古代史の歴史学者。ライプチッヒ、ボン、ブレスラウなどの大学
の古代史教授。和訳されているのは、「エドワルト・マイヤー、 マックス・ウェーバー (1965)『歴史は科学か』






























































































































































おける接触 ――同時代文明の接触」、および「第10部 文明の時間における接触 ――
ルネサンス」というそれぞれ独立した二つの部で叙述されている。この二つの作品から読
み取れることをまず図表化する。 


























































































                                               



























































































































図 48 優勢文明による劣勢文明に対する人間性否定の様式 

































































































                                               











































                                                                                                                                           
ずギリシア語で、次にアラム語で書いた事情を『歴史の研究』でも書かれているし、その他の著書（『ユダ
ヤ古代誌』、『アピオーンへの反論』、 『自伝』）は、『歴史の研究』の「同時代の文明の邂逅」ではしばしば
















































































































陸海軍の将校 ○ ○ ○ ○
外交官 ○ ○ ○ ○
買弁商人 ○ ○ ○ ○
教師 ○ ○ ○ ○

























































































9部」の冒頭において、「A 研究分野の拡大、an expansion of field of study」、「第Ⅰ章 文



























                                               
607 Jacob Burckhardt(1818‐97)はスイスの文化史家、美術史家。学問的な文化史および美術史の創始者。 
1858‐93年のバーゼル大学歴史学教授の時はニーチェの同僚。最初の主要著作《コンスタンティヌス大帝の時
代》 (1853) は、古代から中世への過渡期がテーマ。イタリア旅行後、イタリア美術の案内書《チチェローネ》 
(1855) 、ついで代表作《イタリア・ルネサンスの文化》(1860) を出版。最後の刊行書《イタリア・ルネサン

























































































































































































































1 『歴史の研究』の第11部、第 12部、第 13部の位置づけ 
 
では後期作品の、『歴史の研究』の最後の三つの部、すなわち「第 11部 歴史における





























































































































































































Arnold. J. Toynbee（1889-1975年）は、1974年 8月に世界史の原稿を書きあげ、
その直後に脳卒中で倒れて、刊行を見ることなく翌年 86才で死去した。本の題名




































哲学であり比較文明学の体系というべき A Study of Historyの執筆を始めた。最初の
3巻は 1934年618に刊行され、難解な本にもかかわらず大きな反響を呼び起こした。













ほか 1949)。A Study of Historyは、当初の計画の巻までを 1954年に完結したが、
                                               








1961年に刊行し、A Study of Historyは、やっと完結したのであった。 
アカデミズムからの批判は、それぞれの専門分野でのあら探しから、P. Bagby
（1918-1958）が提唱した周辺文明概念によるトインビーの文明概念の批判まで、多














































に 16の衛星文明を包含し、『図説 歴史の研究』では 30にのぼる文明を提示したので
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